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《国語科》

主体的な学びにつながる対話力の育成
一読みの深化・拡充を図る授業を通してー

伊波春美* II~山泉市 高江洲亮本 大城貞俊市*

*琉球大学教育学部附属中学校 **琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

1 社会的な背景から

国語科学習指導要領において、「伝え合う力Jの

育成が教科目標の中核に位置づけられてから久し

く、今回(平成 20年版)の改訂でもこれが継敢さ

れている。「伝える力j ではなく「伝え合う力Jと

した点に、コミュニケーションの双方向性を重視し

たことがうかがえる。

その内容によると、「伝え合う力Jは、「社会生活

に生きて働くよう、一人一人の生徒が言語の主体的

な使い手として、相手、目的や意図、多様な場面や

状況などに応じて、適切に表現したり正確に理解し

たりする力J(1)としており、このような言語能力を

育てることが今、国語科に強く求められている。

コミュニケーション能力が必要とされる現代の社

会において、「伝え合う力を高めるJことが、学習

指導要領に植われていることの意義は大きい。

ここで、「伝え合う力Jと「対話力Jとは何が違

うのか、言葉の意味するものを比較してみる。「伝

え合うJには、双方向性はあるものの、内面的な交

流という意味で考えると、字義から考えても希薄で

あり、表層的なやりとりをさすように思える。また、

感'性的なコミュニケーションよりは、論理的なコミ

ュニケーションを指すことに偏りがちな言葉である

ようにも思われる。そのため、社会生活に生きて働

く言語能力を育成しなければならない国語科の教科

目標としては、国際化とそれに伴う価値観の多様化

が進む時代状況を考ると、「伝え合う力を高めるj

だけでは、少し事足りないようにも思える。コミュ

ニケーションが容易に成立しにくい現代社会の中

で、相手と正面から向き合い、心を開き合い、時に

は意見の対立で激しいやりとりを経ながらも、相互

理解や合意形成を導く力を身につけなければならな

いとすれば、「伝え合う力j をスキルアップした力

が必要となるであろう。これが「対話力j ではない

かと考える。「対話力Jを育てていくことが、現代

社会において必要不可欠なのである。

2 これまでの研究から

本校は昨年度までの 3年間にわたり、「実生活・に

活かす力をはぐくむJことをテーマに研究を行って

きた。国語科では、「実生活に活かす国語力の育成j

を主題に、言語活動の充実を図りながら、社会で生

きて働く国語力の育成に取り組んだ。その結果、「話

すこと・聞くことjの実践においては、「読むことJ

や「書くことJの力を活かすことのできる生徒が増

え、三領域のバランスのとれた力が身についてきた

ことや、話し合いをする上でのメタ的な言語能力が

身についてきたなどの成果があげられた。

しかし一方では、意見を交流する際、書いてまと

めたことを読んで発表するにとどまり、内面的な交

流には至っていない生徒や仲間の支えがなければ話

し合い活動に参加で、きず、主体的な学びが確立して

いない生徒も見受けられた。相手と内面的に向き合

い、言語の主体的な使い手となる生徒を育てること

は、総論で示されている f未来を切り拓いて行くこ

とのできる生徒jを育てることにも繋がると考える。

国語科における主体的な学びはどのようにはぐく

まれるかを考えたとき、それは、テキス卜を読むこ

とによる言葉との対話や、仲間との対話を通して深

い理解が得られたとき、そして、新たな気づきが生

まれたときの喜びが、次の課題へ向かう原動力とな
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るのではなし、かと思うりそこで、わたしたちは、研究

主題を、「主体的な学びにつながる対話力の育成J

と設定し、「読みの深化・拡充を図る授業づくり J

を行っていく。

対話を通して読みの深化・拡充を図ることで、分

かる喜びと学ぶ楽しさを味わわせ、主体的に学ぶこ

とのできる生徒の育成をめざしたい。

E 本研究の目的
本研究の目的は、質の高し、対話のrl]で読みの深化

・拡充を図りながら 主体的に学ぶことのできる生

徒を育成することである。

国語科では、「知識構成明ジグソ一法Jを実践

するにあたって、質-の高し、対話のあり方と、そ

の対話を通して読みの深化・拡充を図るための

課題づくりについて研究を進めてし、く。

E 研究内容

1 国語科における対話と対話力

(1) r会話」と「対話Jの違い
「会話Jは、岩波国語事典第 7版によると、「向

かい合って話し合うこと。またその話のやりとり。j

とある。[日常会話j とも言われるように、会話と

は、日常のr.t，で自然と行うコミュニケーションのこ

とを指し、「おしゃべり j に近い意味である。それ

に対し、「対話Jは、「向かい合って話すこと。また、

その話j とある。つまり、「会話」は「対話J以上

に、話すという行為そのものに立脚しており、逆に

言えば、「対話Jは話のやりとり以上に、その話そ

のものに焦点を当てる言葉と言・える。

水谷(1993)は、頻繁なあいづちと相手の未完成な

文を引き取って完結させることに特徴付-けられる日

本人の会話をけた話jと呼び、図 1のように示した。

A 

B 

図 1 共話

(点線はあいづち的発話、実線は実質的発話)

|孟I]の共話は、二人で一つの文を完成させるよう

な話し方である。これに対して欧米型の対話は図2

のようになる。

A 

B 

図2 対話

2木の実線が対照的に示されていることからわか

るように、これは二人の話し方がそれぞれ自分の発

訴を完結させてから相手の話を聞く形で、聞き手は

話し手の文ないし発話が完結するのを黙って待つの

が法本になっている。このように、三人の発話が不

均等だ、ったり未分化だ、ったりせず、対称性をもって

交わされていくのが対話であるへしたがって、 f共

訴Jは、「知っているもの同土、分かり合っている

者伊卜t:の共通の理解を前提とした話し合いJであり、

「対話Jは、「矢nらない者、分かり合えるかどうか
分からない者向上の、相手との共通の理解を前提と

しない話し合しリということになる。

わたしたちは、共話性(会話性)を消失させるの

ではなく、生き生きとした描写の出現を期待しつつ、

これを 1:台にし、各学年を経るごとに授業実践を

重ねることで、より対話性をもった話し合いの形

に近づけていきたいと考える。図 3は対話力を身に

つけさせるカリキュラムの、基本的編成原理を示し

た音声言語の重層的学習モデ、ルで、ある。

中学3年
小学 1年

図 3 岡本 (1985) による音声言語の重層的学習壬デ J~ (3) 

(2) 国語科が捉える「対話J

多IU(2011)は、対話を「指示伝達型Jr真理探究

慰Jr対応型Jr共貧IJ型j の四つに分類し、グローバ

ル時代の到来や多文化共生社会の現実化を見つめな
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ければならない現代では、「共創型の対話力」を高

めることを重要視している。「共創型の対話」とは、

参加者が協力して、利害の対立の現実や相互理解の

難しさを認識しつつ、叡智JをU:¥し合い、新たな仙{直

や解決策を生み出す対話の型であるとしづ。共創型

対話では、対立が起こり、異見が出され、必ずしも

合意形成できない場合もあるが、たとえ完全な一致

はできなくても、共に話し合ったことにより、人間

同士として通底する願し、や思いを膨らませ、人と人

とのつながり自体を良質なものにしていくことがで

きるのである。大切なのは、対話の過程で相互理解

・信頼が深まり、良好な人間関係を形成していこう

とする姿勢を共有することであるへつまり、わた

したちの捉える対話は、水谷が示すところの、言う

べきことはきちんと語る欧米型の対話と、多聞の考

える「和Jや「相互扶助Jを基調とする日本型の対

話、それぞれの良さを融合した方向をめざすものと

考えたい。

そこで国語科では、「対話」を次のように捉えた。

それぞれの考えを適切な言葉で出し合い、和

を持って互いに扶助し合いながら、新たな気づ

きなど、相手との共通の理解を築いていく、目

的性のある話し合い。

協調学習を引き起こす「知識構成型ジグソ一法J

における対話のあり方として、国語科のめざす「質

の高い対話Jについては後述する。

(3) 国語科ではぐくむ対話力

対話力とは、具体的には対話に必要な力というこ

とになる。「聞く力・見る力・伝える力・説明する

力・問う力・省みる力Jなどがあげられ、これらの

力が磨かれることで、質の高い対話となり、見方や

認識が変わったり、新たな気づきが生まれるものと

考える。以下に、わたしたちが考える「質の高い対

話Jとは何か、それに必要な具体的要素について示

す(表 1)。

表1 質の高い対話の要素

O相手の意見を正確に聞き取る

0相手を意識して述べる

0自分の言葉で述べる

0適切な言葉で分かりやすく表現する

O意図にあった質1'1日をする

0感情的にならず、冷静な態度で述べる

Oやりとりが噌える

0物事を多角的・多面的にみる

O新しい気づきが生まれる

0自分の伸びがわかる

これらの要素が備わって、質の高い対話となる。

では、国語科における「対話力j とは何かを考え

たとき、表 1で示した要素をj前たした「質の高い対

話j に必要な力という意味で捉えると、「聞く力・

見る力・伝える力・説明する力・問う力・省みる

力Jを統合した力として、最終的には「討論能力」

にたどり着くものであると考える。「討論能力Jは、

異なる意見をかみ合わせて、深い理解を共有できる

ようにするためには必要な力であるが、これは本研

究の3年間の授業実践を通して徐々にはぐくんでい

くものとし、まずは研究の初年度として、下記の力

に焦点を当て、取り組むこととする。

既有の知識や考え、また、瓦いのやりとりの中

で外化された新たな考えについて、適切な言葉で

表現し、伝え合う力。

わたしたちは、校内研修を通して知識構成型ジグ

ソ一法を体験したが、お互いの情報を組み合わせて

いく中で、自分では分かつたつもりになっていても、

実際にそれを説明しなければならない場面になる

と、なかなか言葉が出てこないものだということを

体感した。自分の考えたことや分かつたことを言葉

で表現できではじめて、対話の要素を満たすことが

でき、 f質の高い対話Jになっていくのである。

2 わたしたちのめざす授業

(1) めざす生徒像

わたしたちは、教科の研究主題を踏まえ、期待

する生徒像を次のように設定し、研究の目標とした。

対話力を身につけ、対話を通じて得た気づき

をもとに、より高い課題を追究して、主体的に

学ぶことができる生徒。

本校の研究主題にもなっている、「未来を切り拓

いていくことのできる生徒j を育てるには、物事に

主体的に臨み、何事も探究的に見つめる姿勢を育て

ることが必要であると考える。

わたしたちは、「質の高い対話を通して、自分の

考えを明確にしていく活動を繰り返すことで新たな
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知識を獲得し、それらをもとに、次の課題を探りな

がら主体的に学んで、いくことのできる生徒j の育成

をめざしていく。

(2) 読みの深化・拡充を図る授業

国語は好きかという問いに素直に好きだと答える

生徒は意外と少ない。その要因として、長い活字を

読むことへの抵抗や文章を読む中で、 lつではない

答えを読み取らなければならない而倒くささや難し

さがあげられる。国語科において主体的に学ぶ生徒

を育てるためには、読むことを楽しいと感じさせる

ことが必要である。読むことの楽しさには、例えば

次のようなことがあげられる。

①新しい知識を得る楽しさ

②他者の認識に触れる楽しさ

③より深く理解できたときの分かる楽しさ

④得た知識をもとに、何かができるようになる

楽しさ

これらに共通しているのは、「新たな気づきJで

あり、それがあるからこそ、楽しいのである。では、

その楽しさを感じさせるにはどうすればよいのか。

それは「読み方Jを学ぶことであると考える。国語

科では、「言葉にこだわって読むJという「読み方J

を実践していきたい。「言葉にこだわるJとは、言

葉の意味をさまざまな角度から吟味することであ

る。なぜその言葉でなくてはいけないのか、別の言

葉ではいけないのかなどのこだわりによって、文章

の理解が深まり、分かる楽しさを味わうことができ

るのである。ただし、自分なりの読みを深める場合、

その読みの根拠や考えの妥当性を11今味しながら論理

的に思考させる必要がある。そうでなければ正しい

読みをしていることにはならなし、からである。

自分の考えや根拠の妥当性をn今味するときに必要

になるのが「対話Jである。他者と「対話j をする

ことで、その妥当性を検討することができ、自分の

読みを深化させていくことになる。さらに、他者の

考えを受け入れて自分の考えに生かしたり、自分の

中にはなかった考えを尊重することで、自らの考え

を拡充させることにも繋がるであろう。

そうすることで、読むことの楽しさを味わうこと

ができる、そんな授業実践をめざしたい。

(3) 対話と課題設定

佐藤(1995)は、教室には 3つの対話が必要である

と述べている。 1つ目は「学習材との対話J、2つ

目は「他者との対話J、3つ目は「自己内対話Jで

ある。

重要なのは一方的に学ばせるのではなく、 f学習

材Jとの対話を通して、生徒がまさに生きているこ

の世界をどう捉え、自己を捉え直し、社会を捉え直

すエネルギーとしての言葉の力を育てるために、ど

のような f学習材jとの対話が必要かを教師が捉え、

なおかつ、生徒の今ここを動かすことの可能性のあ

る知識や技能を「教科内容」としてどう設定できる

かということである山口というのである。

国語科では、「学習材との対話」をどのように引

き起こすかとういう点で、前述したように、「言葉(表

現)Jに着目させることにした。言-訴を扱う教科と

して、言葉(表現)と向き合わせ考えさせることが、

自己を捉え直し、社会を捉え直すエネルギーとして

の言葉の力を育てることに燃がると思うからであ

る。どのような言葉(表現)について考えさせるの

がよいのかを教師側で吟味し、作者あるいは筆者の

言葉の使い方の意図するものは何であるかを考えさ

せることで、学習材と対話させていきたい。

次に、既有知識や既有体験に制約された範囲の中

で行なわれた f学習材との対話j を終えた次のステ

ップとして、知識構成型ジグソ一法における、エキ

スパート活動やジグソー活動、また、クロストーク

での「他者との対話jの場を組織する。その結果、

生徒自身の中で、自分一人で学習材と向き合ったと

きには捉えられなかった、「向己内対話Jを引き起

こさせるような課題設定を工夫していきたい。

3 深い理解とそのみとり

(1) 国語科における深い理解

深い理解へ導くために、まずはどのような「足場

かけJ(総論 P6)を行うかがポイントになろう。エ

キスパートの課題をどう設定するかということから

始まるのだが、実際の生徒の対話の様子を観察しな

がら、その方向性を見極め、方向がずれていたり行

き詰まったりしている場合、またはもう一歩で核心

に迫るところまできている場而において、ニーズに

応じた足場かけを追加したり修正したりすること
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で、生徒が能動的な知識を構築する援助を意識して

し、きたい。

その結果、深い理解が得られた状態とはどのよう

な状態であるか、国語科の捉え方を次のように示す。

く深い理解が得られた状態とは?>

課題に対する自分の知識や考えを外化し、質の

高い対話が交わされる中で、それぞれの考え rAJ 

でもない rB Jでもない、新たな気づきの rCJ 

が生まれたときに、それらを適切な言葉で表現

でき、互いに共感し合うことができた状態。

図4は、課題を通して深い理解に至るまでの流れ

を示したものである。

(深い理解)

対話と共話の統合

(より質の高い答えを探る)

↑↑↑↑  
知識・考えの外化

く亙亙〉
図4 深い理解までの流れ

(2) 深い理解のみとり

対話のように音声で消えてなくなる活動をふり返

る場合、生徒がどれだけ深く理解できたかをみとる

ためには、映像録画や録音機器の活用が有効である。

今年度は、予めどのグループの様子をみとるのかを

決め、ジグソー活動における対話の様子を 1Cレコ

ーダーで録音し、その発話内容を振り返ることで、

思考の過程と変化を読み取っていく。また、各エキ

スパート活動やジグソー活動におけるワークシート

の記述から、生徒の理解の深まり方をみとっていき

たい。

W 授業実践

1 1学年実践事例

(1) 単元名 古典「竹取物語J

(2) 授業構想

『竹取物語』は、日本最古の物語として人々に親

しまれ、中学校の古典学習入門期においても、初め

て学習する本格的な作品である。『竹取物語』は、

千年以上前の物語ならではの古典的な習慣やものの

見方・考え方をベースにしながら、なおかつ竹の中

からの誕生や月の世界に住む人々の存在、そしてそ

の人々が起こす不思議な出来事、 SFに通じる非現

実的な逸話など、未知の世界への想像や憧れを現代

のわれわれに与えてくれる。また、地上の人間たち

が繰り広げる親子の愛情や男女の愛情、したたかな

策略や失策後の表情など、現代にも通ずる人間ドラ

マが繰り広げられるところも魅力の一つで、ある。一

方、『竹取物語』は、「かぐや姫」の昔話として生徒

に馴染み深い反面、話の全体像を知っている生徒は

あまりに少ない。古くから教科書に掲載されてはい

るが、冒頭の部分と一部の紹介に過ぎず、物語の展

開自体に重きが置かれていることはない。だが、入

門期であるからこそ全体に触れさせ、全文を通読し

て初めてわかるストーリーのおもしろさを発見させ

たいと考える。

そこで本単元では、教科書以外の資料も提供し、

rw竹取物語』の現代にも通ずる魅力とは何か?J

という課題を 3つのエキスパート班に分け追究させ

てし、く。そして、ジグソー活動では、それぞれがエ

キスパート活動で、出した考えを統合させながらメイ

ン課題を解決していく。対話を重ね、新たな発見を

くり返しながら古典作品の魅力にふれ、読む楽しさ

を味わわせたい。
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(3) 実践内容

メインの課題:

『竹取物語』の現代にも通ずる魅力とは何か。

①エキスパート活動

(ア) 方法

まず、全体をエキスパート A'臼・ Cの 3グルー

プに分け、さらに各エキスパート班を 4つに分けて

エキスパート活動を実施した。

座席

。

。。
(イ) 課題設定と視点

エキスパートA

*かぐや姫と翁の行動や心情を読み、課題に迫ろう。

① I者」と「人Jの違いを調べ、かぐや航と翁のお

かれた立場について考える。

②「おはするjや fたまふj等の敬語表現に注目し、

かぐや姫と翁の関係性を考える。

③誕生の場面と昇天の場出を11'心に読み、互いの心

情に迫る。

。視点

→「人J と「者」の怠味、「おはする」や「たまふ」等

の敬語表現が多く使われていることに気づき、 r~:~の

方が偉い(官料、)作在として扱われていることを文辛

から読み取っているか。

→突然現れた千を連れ帰り、愛情を注いで育てる翁や瓶

の姿を文章中から読み取ることができているかの

→愛情深く育てられたかぐや艇の別れ際の嘆き悲しむ気

持ちゃ行動から、親子-の愛情の深さについて読み取る

ことができているか。

→かぐや姫や翁娠の言動から、親子の愛情が現代と相通

ずるものであることに気づいているか。

エキスパート B

*五人の貴公子求婚諦の場面から課題に迫ろう。

①五人それぞれに課せられた難題.に対して、それぞ

れが取った行動を読み取る。

②貴公子たちの心情を読み、込H象する。

③当時の人々の考えと現代人と比較して考える。

く〉視点

→五人の貴公子の諜せられた奇想天外な難題を読み取り、

それに翻弄された男たちの行動や心情を惣像し、千年

も昔に生きた人々のそt:き方を考えようとしているかの

→先人も欲しいものを手に入れるためには械をついて編

そうとしたり、絡好をつけようとする人間味浴れると

こころに気づいているか。

エキスパート C

*作品全体の中に出てくる非現実的な表現や不可思

議な表現について、考えてみよう。

①かぐや姫の誕生の謎に迫る。

(翁はどのようにしてかぐや舵を見つけたか)。

②「天の羽衣」、「不死の柴」、「天人J、I月の都j な

どの非現実的な表現を探し、当時の人々が思い描い

ていたことは何かを考える。

く〉視点

→翁が竹を切っていない事実を捉え、誕生の場面から不

可思議な表現で始まっていることに気づいているか。

→月の都に宇宙人が住んでいるかもしれなし、という想像、

月から来たという設定、天の羽衣や不死の薬の存在な

ど、当時の人々の担、像豊かなところに気づくことがで

きているか。

→奇担、天外な発想(内容)をおもしろいと感じることの

できる人々の県かさは現代と変わらないことに気づき、

物語の魅力につながっていると主阪できるかの

(ウ) 結果

・資料として教科書以外の原文(現代語訳)や絵本

を提供したことで物話全体の内容をしっかりつか

むことはできていた。しかし、娘拠を明確にした

説明には至らなかった生徒が三割lほどいた。

-資料を読み込むのに個人差があり、時間がかかっ

てしまった。

②ジグソー活動

(了) 方法

・エキスパート班A_ B _ Cからそれぞれ 1人ず
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つ集まりジグソー班を構成する。

-各エキスパート活動でまとめた考えをもとに、

ジグソー活動に移る。その際、司会進行役や発

表順序等は決めず、自由に交流し話し合いを進

めていく。

1屯!話

。jG
(イ) 課題設定

エキスパート活動A.B.Cのそれぞれで出した考

えを発表し、課題である rw竹取物語』の現代にも

通ずる魅力とは何かj について交流し、考えをまと

めよう。

→どれか 1つの考えに絞るのではなく、統合して捉える

ことが望ましい。

(ウ) 結果

・どの班も積極的に話し合うことはできていたが、

単に3つの考えを緩列しただけのまとめになった

班が約2割あった。

-話し手のアピール度合に左右される話し合いにな

ってしまう4頃向がある。

(4) 実践結果と分析

① ワークシートによる分析

r~竹取物語』の現代にも通ずる魅力とは何かj

を学習する前と学習した後に記入させ、比較した。

*学習前の怠・見

・竹取物語には竹が光ることや天人が降りてきたりす

るという普通ではあり得ないことが苦かれているか

ら読まれ続けたと思う。(1組男子)

・「竹取物語j は昔話だけど、ストーリーが凝ってい

て作者・のアイディアがすごいと思う。現代人でも読

んでいておもしろし、から。 (2組女子)

-ファンタジーっぽいところがおもしろいし、ハッピ

ーエンドで終わらないところが読み手の想像をかき

たてるし、そこが魅力だ。 (3組女子)

・月から来て月に帰るというユーモアたっぷりな設定

が現代でもウケると思う。 (4組男子)

*学習後の意見

竹取物語は、非現実的な表現がたくさん使われて

いるところが何よりも魅力だと思います。中でも、よ忽

G忠弘た記比ゑふふ広zエに忌..ll二忠お立ぶふl
与えよ2.かぐや姫の不思議な登場から始まるファンタ

スティックな設定は人の心をかなり惹きつけると思

います。また、惣議ふ発島之ゑ怠ゑ之島為ιゑゑ丈k
...k人々の醜い回や親子(家族)を思う情愛などが:駿

かに表現されている所などは、読み手をワクワクさ

せて「この話は面白い!Jと思わせています。読ん

でいて共感できるのも良いと思います。

そして、物語の終わり方をあえてパットエンドに

しているところが読者に続きを読みたいと思わせる

し、幅広い年齢に好かれる点だと考えます。(生徒A)

竹取物語の魅力は、お爺さんとかぐや航の親子愛、

五人の貴公子・の欲深い感情、現在でも共感できる人

としての心情や行動がたくさんあるからだと思う。

また、現実ではおこらない月の世界の設定、不死の

薬などは興味をひく。それに、作者の想像豊かなと

ころが読者の心をつかんで読み継がれていると思う。

(生徒B)

非現実的な表現ゃあり得ないことをたくさん盛り

込んであるところが興味をひく。また、作者の月に

対する憧れとか想像力は今の時代の宇宙人とかにつ

ながっていると思う。共通点がたくさんある内容だ

からずっと読み継がれているんだと思う。(生徒C)

学習前と学習後のワークシートを比較すると、

9割以上の生徒が、字数・内容ともにアップして

いる。これまでの授業方法とは異なるエキスパー

ト活動やジグソー活動は生徒一人ひとりの興味関

心をひき、意欲的に学ぶ姿勢が見られた。また、

一人ひとりに課題が与えられることで責任感が芽

生え、今まで以上にやる気になった生徒も多い。

学習前では表而的な意見や暖昧に捉えていた内

容も多かったが、学習後に書かせたものを見ると、

生徒Bのような、恨拠は明確ではないものの他者

の意見を聞くことで多様な考えがあることを理解
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できた生徒が大半を占めた。また、生徒Aのよう

に、作品のどの部分がその考えの根拠となるかを

明確にしながら、自分なりに意見をまとめること

ができた生徒は全体の 3別であった。しかし、生

徒 Cのように、エキスパートで習得した考えに凝

り固まって他の意見をうまく取り入れることがで

きない生徒も 1割ほどいた。その要凶は、ジグソ

ー活動における課題提示に問題があったと考える。

エキスパート活動において各々の情報をリンクさ

せなければ新たな考えを生み出せないような課題

の提示が必要であったと思われる。

② 発話内容の分析

生徒たちが、ジグソー活動の中でどのような対

話をして理解のプロセスに至るのかを ICレコー

ダーを文字化し分析したものを以下に示す。

M' :翁とかぐや般の行動や心情を読んで、彼らはお五

いに本当の家族のように思いあっているところが

良いところだと思いました。恨拠が 3つあって、

まず「箱入り娘のようにかわいがったから、翁が

本当の娘でもないのに本気で可愛がっていたこと

がわかります。次にかぐや航が)1に帰ると行自し

た時に、「翁たちを動掃させてはいけないと思い

今まで言えなかったんだj と言った場面から、か

ぐや姫もまた親のように思い合っていたんだとい

うことがわかりました。最後に、姫が月に帰る場

面でも血のj戻を流して悲しんだということろから

もどんなに別れがつらかったんだということが読

み取れますのそういうところからこの物語は親{.

の愛情たっぷりな物語だと絞めるし、そこがこの

作品の魅力だし、現代にも通ずる魅力にもなって

いると僕は思います。

S:僕は五人の府公子の場面を読んで考えました。そ

こから魅力だと思えた点が「つありました。悪い

ことをしたら惑いことが返ってくるということで

す。くらもちの弘子のようにYtl.怯なことをしたら

天罰をくらうという、子供たちにもわかるように

苦かれているのが魅力だと思います。次は、共感

できる行動や心情がたくさん1:L¥てくるところで

す。民公子たちの取った醜い行動はちょっと笑え

たし、そうだなーと共感できることでもあるので、

そこが魅力でもあると思います。三つ 1=-1は、五人

の貨公子とかぐや脱とのやり取りがとてもi而白い

ところです。これらが作品の魅力につながってい

ると思いました。

K:非現実な表現に注目して、そこから魅力について

考えました。竹が光ったり、美しい人が降りてき

たりと、 ;}I:現実的な表現がたくさん出てきます。

誕生の場面でも、姫を切ったという表現は出てこ

ないし、三寸ぐらいの人だ、ったり不可思議な設定

です。初めから割れてたかもしれないし、透明だ

ったのかもしれないし、近づいたら割れたのかも

しれない、そんなあり得ないことから始まる面白

さと、 j並に私たちが共感できる部分とがうまく入

り交っているところが読む人を惹きつけると思う

し、この作品の魅力だ、と思います。

M:じゃあ、課題についてまとめょうか。

ばいいん

じゃ/ν?

M:A+B+Cは駄目だよ。新たにDの考えを生み出

さなくっちゃ。

S:じゃあどうすればいいの?

K:3つの:Jl;i雨」良介か探してみろ?

MS  :いいね~

M:どの場面でも現実的な部分と、そうじゃない部分

とがうまい具合に交ざって書かれてない?

K:人の心は現代人と変わらなく描いてあるよね。

M:ん一。まとめ方がわからないな一。

S:難しい一、どうやればいいんだー。

K:まず言えるのは、 AもBもCにも現実的な面とあ

り得ない非現実的な表現をおりまぜてあるよね。

そのことで、読む人の興味をひくし、面白いと感

じるんだ、と思う。そこが魅力なんじゃなし、かな。

M:つまり、共感できる人の心が共通ってことだ!

S:ん?わからん・・・

ふふ怠ω~。
K:生きていくうえで大切なことも古かれているとこ

ろじゃないかな。

S:それって、教訓とか?

K:ゑネゑ.2.。作品を読んで学ぶことがあるから小さ

d
且

τ
η
f
“
 



いチとかにも伝えたくなるんじゃない?

S:おーそうだな。結構、奥深い話だったんだな。幅

広い人たちに共感できるイイ話だったんだ!

この班の話し合いを分析すると、班員全員がエ

キスパート活動において、根拠をしっかり把握し

た上で自分の考えをもち、ジグソー活動に臨んで

いることがわかる。しかし、自分の意見にある稗.

度の自信があるが故に、他者の意見をどう取り入

れて新たな意見にしていけばいいのかわからず迷

っている。だが、 Kの r3つの共通点を探してみ
よう j という言葉をきっかけに、新たな回答にた

どりつこうと試行錯誤を繰り返し、自分たちの力

で考えをまとめていこうとする活動に移っていっ

た。そこでは、一人ひとりの納得を作る知識構成

の活動が起こっていたと考えられる。

また、生徒Sは生徒Cの説明では納得が不十分

だったが、生徒Mが自分なりの言葉で要約してく

れたことにより、改めて理解を示した。各自の理

解は不十分でも言葉にしてみるところから学び合

いが始まっている。つまり、グループ活動の場で

はEしい説明から利益を受けるだけでなく、理解

を言葉にする機会を与えられることによってうま

れる対話を通して、それぞれの学習が進んでいる

と考える。

今回の実践は、どの生徒も自分なりのゴールイ

メージを目指して興味深く学習する姿が見られた。

また、一人ひとりの生徒が他者との対話を通して、

多様な考えを理解し、自分なりにその理解を深化

させる有意義な学習であった。

2 2学年実践事例

(1) 単元名 @古典 平家物語「敦盛の最期J

(2) 授業構想

『平家物語』の授業といえば、当時の武士の生き

方、特に恥を嫌し、名を重んじる潔い武士像をとりあ

げるものが少なくない。実際、教科書:に取り上げら

れている「那須与一jや「弓流j で、読み取ったこと

も、誇り高い当時の武士の生き方であった。

しかし『平家物語』に描かれているのはそれだけ

ではない。合戦場面において敵を討つということは、

刀や弓矢で人間の命を奪うということであり、本来

なら、想像を絶する血生臭い情景が浮かぶものであ

るが、『平家物語』には、そういう場面が多いにも

かかわらず、戦いの生々しい凄惨な情景をほとんど

描写していない。つまり、描かれているのは戦いそ

のものの様子ではなく別にあるのである。

そこで今回は、合戦場面の中でも特に人気の高い

「敦躍の最期Jを通して、あえて凄惨な情景を表

現することなく、物語に描いているのは何であ

るかを考えさせていく。そして当時の人々の行

動や考え方について、現代との相違点や共通点

に触れさせ、考えさせることで、私たちの心を強

く打つ、その物語の魅力とは何であるかを見出させ

ていきたい。

(3) 実践内容

メインの課題

I敦盛の最期j で、私たちの心を打つものが何

であるかを考えよう。

① エキスパート活動

的 課題設定と期待する解の要素

く課題〉

エキスパートA.r敦盛の最期Jには、直実のどんな心情が拙かれて
いるのかを考えよう。

視点① fあれは大将軍とこそ見まゐらせ候へ。まさな

うも敵に後ろを見せさせたまふものかな。返さ

せたまへ。Jから読み取れること。

観点②「わが子の小次郎はよはひほどにて、容顔まこ

とに美麗なりければ、いづくに刀を立つべしと

もおぼえず。Jから読み取れること。

視点③ rrあはれ、弓矢取る身ほど口惜しかりけるも

のはなし。武芸の家に生まれずは、なにとて

かかる憂きめをば見るべき。情けなうも討ち

たてまつるものかな。Jとかきくどき、そでを

顔に押し当ててさめざめとぞ泣きゐたる。」か

ら読み取れること。

視点④「あないとほし、この暁城のうちにて管弦し給

ひっるは、この人々にておはしけり。Jは、何

のきっかけになったのか。

<期待する解の要素>

-視点①から読み取れる、手柄を立てたいという武士と
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• r諸行無常J・・・「直実j の武勲に執着する思いから、
武士に対する疑問を抱き、ついにはU:¥家に至るまでの

変化。

・I盛者必衰J.・・平家の貴公子として生まれ、武士と

しての思い0

・視点②から読み取れる父親としての情。

-視点②関連、 f熊谷あまりにいとほしくて、いづくに刀

を立つべしともおぼえず、目もくれ心も消え果てて、

しての誇りを持って生きていた敦盛も、命を奪われる

結果となった。

(イ) 活動方法

上記の課題を、各エキスパートごとに 3人一組×

3グ‘ループ、 4人一組x1グ.ループの男女混合編成

(図 7)。

さてしもあるべきことな

らねば、泣く泣く首をぞかいてんげる。Jから読み取れ

る、武士としての思いと親としての情との自己矛盾0

・視点③から読み取れる、武士である身の自己否定。

-視点④から読み取れる出家へのきっかけ。

前後不覚におぼえけれども、

で行うく課題〉

CsG 
回目

管

参ザ句ヂ
観

者

Q

ザ

' 

A 

参

ザ

<座席>.r敦磁の最期Jには、敦椛のどんな心情が拙かれて
いるのかを考えよう。

エキスパートB

ザ参
視点①「首をとるj からイメージすることは何か。

視点②「首をとられる寸前の気持ち」を自分の立場で

考える。

視点③「なんぢにあふては名のるまじいぞ。なんぢが V 
Q 
Q(gJ 

(s)QGY ザ

多

観

者ためにはよい敵ぞ。名のらずとも、首を取っ

て人に問へ。見知らうずるぞ。Jと言ったのは

なぜか。

視点④「ただ、とくとく首を取れ。J・・-敦盛はなぜ

者観すんなり死を受け入れたのか。

エキスパート活動の座席配置 (2年)

エキスパート活動の時間配分は 20分とし、話し

合いの内容は準備したワークシートにメモを取らせ

る。ワークシートは、考える視点となる登場人物の

言動を予め抜き出しておき、それをもとに話し合わ

図7

-視点③から読み取れる、平家一門の貴公千に生まれた

ことによる誇りゆえ、情けをかけられて生きながらえ

ることを潔しとしない敦盛の心情。

<期待する解の要素>

せる。

結果

エキスパート課題ABCの切り分け方としては、

一人の登場人物、或いは仏教の根本思位、を表す言葉

に焦点を絞って考えることができるため、話し合い

の方向性を保つことができる点では適切であったと

考える。しかし、ジグソー活動における有効な課題

で、あったかについては、②ウで触れることとする。

組み合わせ人数については、 20分という短い時

間内でそれぞれの意見を出し合うにはちょうど良い

人数であった。ワークシートの記述を見ても、すべ

てのグループがある程度の結論に到達している。

(ワークシートの内容については(4)で後述する。)

• rただとくとく首をとれ」に見られる、あっさりと死を
(①問機の敦慌の心↑古)覚悟する態度。

(ウ)<課題〉

エキスパートC

と『盛者必衰」について考えよう。.r諸行無常J
f様者必哀Jは、仏教のどんな忠怨、と①「諸行無常j

を表していますか。

「椛者必哀Jという思想は、「敦盛② I諸行無常Jと

の最期」のどんなところから読み取れますか。

-このl止のすべてのものは常に生滅流転しており、永久

不変のものはないという考え方。どんなに勢いの盛ん

な者でも、必ず衰える11年が来るという考え方。
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<期待する解の要素>


















